
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 長崎女子短期大学 

設置者名 学校法人 鶴鳴学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学

部

名 

学科名 コース名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 

全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計   

 生活創造学科 

栄養士コース 
夜 ・

通信 

２ 

２ ６ １０ ７  

ビジネス・医療秘

書コース 

夜 ・

通信 
 １１ １９ ７  

 幼児教育学科  

夜 ・

通信 

 

２ １９ ２３ 
７ 

 
 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

ホームページ＞高等教育の修学支援新制度 

【実務経験のある教員等による授業科目の一覧表】 

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-

theme/common/pdf/hutankeigen-pdf001-2021.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 長崎女子短期大学 

設置者名 学校法人 鶴鳴学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
【学校法人鶴鳴学園 理事・監事名簿】https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-

content/themes/nj-theme/common/pdf/hutankeigen-pdf002-2021.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

 非常勤  百貨店の会長 

2020.10.1

～ 

2022.9.30 

 

企業人の立場から

経営に関するアド

バイス 

 非常勤  不動産会社社長 

2020.10.1

～ 

2022.9.30 

 

企業人の立場から

経営に関するアド

バイス 

 非常勤  自動車学校社長 

2020.10.1

～ 

2022.9.30 

 

企業人の立場から

経営に関するアド

バイス 

（備考）  

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 長崎女子短期大学 

設置者名 学校法人 鶴鳴学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバスは、作成要領に基づき科目ごとに授業担当者が必ず作成する。 

 

シラバスには、次の項目を記載する。 

①授業科目に関する項目 

科目区分、科目名（実務家教員が担当する場合は、その旨明記する）、科目コード、

担当形態、単位数、卒業要件、免許・資格要件、対象学生、学期区分、授業区分、

科目及び施行規則に定める科目区分又は事項（幼児教育学科のみ必要に応じて記

載する）、科目の主題、科目の到達目標、科目と６つの学修成果との関連、授業方

法、授業計画（試験の有無含む）、授業外学修時間、学習課題（予習・復習の内容） 

 

②評価に関する項目 

成績評価の方法と割合、課題等への対応 

 

③教材に関する項目 

教科書、参考書 

 

④担当者に関する項目 

担当者名、受講生へのメッセージ（実務家教員以外が明記する）、実務経歴および

科目との関連性（実務家教員のみ明記する） 

 

シラバスは、本学ホームページで公開するとともに、教務課窓口、図書館、学科・

コース準備室で閲覧できるよう、学内で簡易製本する。 

授業計画書の公表方法 
【シラバス】 

http://www.nagasaki-joshi.ac.jp/syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

履修科目の成績評価は、試験（定期試験、追試験、再試験、その他の臨時試験等）、

レポート提出、実習状況、平常の学習成績及び受講態度等により行う。 

（学則 第２４条、同第２５条、同第２６条、履修規程第１３条） 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 【履修規程第 14条第１項、第２項】 

１ 成績評価による点数をＧＰ（Grade Point）で表し、取得したＧＰの平均値

によるＧＰＡ（Grade Point Average）を算出することによって、総合的な学

修達成度を評価する。 

２ 成績評価とＧＰの関係については、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ ＧＰＡは次式により算出する。 
 
   （４×Ｓ修得単位数）＋（３×Ａ修得単位数）＋（２×Ｂ修得単位数）＋（１×Ｃ修得単位数） 

 

総履修単位数（不合格Ｆ、Ｗを含む） 
 

この他、履修方法、成績の評価については学則及び履修規程（COLLEGE LIFE（学

生便覧）に掲載）を本学ホームページにて公表する。 

区分 成績評価基準 評価 ＧＰ 

合 格 

100～90点 Ｓ 4.0 

89～80点 Ａ 3.0 

79～70点 Ｂ 2.0 

69～60点 Ｃ 1.0 

不合格 
59点以下 Ｆ 

0.0 
脱落 Ｗ 

既修得単位の単位認定 

単位互換科目の修得 
Ｎ － 

ＧＰＡ＝ 



  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

【学則】 

http://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-

content/themes/nj-theme/common/pdf/regulations.pdf 

【履修規程】 

http://www3.nagasaki-

joshi.ac.jp/intra/CollegeLife2021.pdf（COLLEGE LIFE 

2021 pp.73-75） 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学を卒業するためには、２年以上在学し、62単位以上を修得すると共に、卒業

時の GPAが 1.2以上でなければならない。 

（学則第 30条、履修規程第３条） 

 

卒業の認定方針は、学則及び履修規程（COLLEGE LIFE（学生便覧）に掲載）を本

学ホームページにて公表する。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

【学則】 

http://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-

content/themes/nj-theme/common/pdf/regulations.pdf 

【履修規程】 

http://www3.nagasaki-

joshi.ac.jp/intra/CollegeLife2021.pdf 

（COLLEGE LIFE 2021 pp.73-75） 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 長崎女子短期大学 

設置者名 学校法人 鶴鳴学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
本学ウェブサイト上で公表 

http://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/ 
収支計算書又は損益計算書          〃 

財産目録          〃 

事業報告書          〃 

監事による監査報告（書）          〃 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：http://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：http://www.nagasaki-joshi.ac.jp/about/index08.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 生活創造学科、幼児教育学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/ 

nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/outline-202104.pdf  

（概要） 

【建学の精神】 

「鶴九皐に鳴きて声天に聞こゆ」。 

 これは、中国の古典「詩経」の小雅・鶴鳴篇の中の一節で、本学園の建学の精神

である。鶴は、人に知られない山奥の沢辺で鳴いても、その声は遠くまで達すると

いう意味であり、この詩句には深い人間的意味が込められている。 

 社会の中で人に知られなくても、地味だが現実に根ざして誠実に生き、学びつづ

けている人は、深い谷間で鳴く鶴の声が、やがて天の高みまで響くように、必ず

人々から高く評価されるようになるということである。 

 本学園では、深い誠実な生き方を示す「至誠」を基本として、人間教育を大切に

し、「品性」を涵養する学園を創造しつづけている。 

 

【教育理念】 

明治 29年の創立以来、輝く女子教育の伝統と歴史の上にたち、建学の精神に基

づいて、深い学理の探求と優れた技術の練磨とによって、社会の平和と幸福の増進

に寄与し、自立性をもつ現代女性の育成を使命とする。 

 

【教育目標（学訓）】 「尽心・創造・実践」。 

これは、建学の精神と教育理念に基づいて生まれたものである。 

即ち、常に至誠の心をもって事に当たり、「もの・こと」の本質を見つめつづけ、

古き慣習にとらわれず、より良きもの、より高きものを創ることに努め、かつこれ

を単なる理念にとどめることなく実践することを意味する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/nj_wp/wp-

content/themes/nj-theme/common/pdf/outline-202104.pdf）                     

（概要） 

【本学全体】 

教育目標（学訓）と学修成果の到達目標に基づいて開講されている教育課程

の科目を履修し、学則に規定する成績評価の基準で卒業に必要な単位を修得し

た者。これにより社会に貢献できる資質を身につけた者に、短期大学士の学位

を授与する。また、各学科・コースが定める所定の単位を修得した者に、所定

の免許・資格を授与する。 

 

【生活創造学科】 

生活創造学科各コースの教育目標と学修成果の到達目標に基づいて開講され

ている教育課程の科目を履修し、学則に規定する成績評価の基準で卒業に必要

な単位を修得した者。これにより社会に貢献できる資質を身につけた者に、短

期大学士の学位を授与する。また、所定の単位を修得した者に、所定の免許・

資格を授与する。 

 

https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/
https://www.nagasaki-joshi.ac.jp/


  

＜栄養士コース＞ 

  本コースの教育目標と学修成果の到達目標に基づいて開講されている教育課

程の科目を履修し、学則に規定する成績評価の基準で卒業に必要な単位を修得

した者。これにより「食」の分野で社会に貢献できる資質を身につけた者に、

短期大学士（栄養学）の学位を授与する。また、所定の単位を修得した者に、

栄養士の資格を授与する。 

 

＜ビジネス・医療秘書コース＞ 

  本コースの教育目標と学修成果の到達目標に基づいて開講されている教育課

程の科目を履修し、学則に規定する成績評価の基準で卒業に必要な単位を修得

した者。これにより「ビジネス・医療」の分野で社会に貢献できる資質を身に

つけた者に、短期大学士（生活学）の学位を授与する。 

 

【幼児教育学科】 

幼児教育学科の教育目標と学修成果の到達目標に基づいて開講されている教

育課程の科目を履修し、学則に規定する成績評価の基準で卒業に必要な単位を

修得した者。これにより「保育」の分野で社会に貢献できる資質を身につけた

者に、短期大学士（幼児教育学）の学位を授与する。また、所定の単位を修得

した者に、幼稚園教諭二種の免許と保育士の資格を授与する。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： https://www.nagasaki-

joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/outline-202104.pdf）  

（概要） 

【本学全体】 

学修成果の到達目標と学位授与の方針を達成するために、教育目標（学訓）に基

づいて以下の項目を教育課程の編成・実施の方針とする。 

１．「尽心」：様々な価値観や人生観を学び、自分の生き方を見つめ直す教育課程・

教育プログラムを編成し、誠実な人柄と人間力の修得を目指す。 

２．「創造」：汎用的能力と専門的能力を修得する基礎科目と専門科目の教育課程・

教育プログラムを編成し、高度な知性と創造力の修得を目指す。 

３．「実践」：職場での専門的な体験や地域社会の発展に貢献するための教育課程・

教育プログラムを編成し、明確な意志と実践力の修得を目指す。 

 授業運営と成績評価は、学則および各授業科目のシラバスに従って実施する。 

 各科目と学修成果との関連および系統的な科目構成は、カリキュラム・マップ

（リスト型、ツリー型）に示す。 

 

【生活創造学科 栄養士コース】 

 栄養士コースの教育目標と学修成果の到達目標および学位授与の方針を達成す

るために、次の領域を教育課程編成の方針として教育を実施する。 

１．「栄養に関する科目」：栄養・食生活や食品に関する基本的な知識を涵養する科

目で構成している。  

２．「健康に関する科目」：食と健康、食品衛生、臨床栄養に関する基本的な知識を

涵養する科目で構成している。 

３．「給食に関する科目」：給食に関する知識を涵養し実践能力を養成する科目で構

成している。 

４．「大量調理に関する科目」：調理に関する知識を涵養し実践能力を養成する科目

で構成している。 



  

５．「長崎食育学」：長崎の伝統料理を学び継承する科目である。 

６．「学外実習」：総合演習により準備したうえで、多様な職場において実践能力を

養成する科目で構成している。 

 授業運営と成績評価は、学則および各授業科目のシラバスに従って実施する。 

 各科目と学修成果との関連および系統的な科目構成は、カリキュラム・マップ

（リスト型、ツリー型）に示す。 

 

【生活創造学科 ビジネス・医療秘書コース】 

 ビジネス・医療秘書コースの教育目標と学修成果の到達目標および学位授与の

方針を達成するために、次の領域を教育課程編成の方針として教育を実施する。 

１．「総合ビジネス」：ビジネスの現場で求められる総合的な能力に関する科目で構

成している。 

２．「国際・文化」：国際社会における文化や時事問題の理解と適応に関する科目で

構成している。 

３．「秘書・一般事務」：秘書や一般事務の職場で必要な能力に関する科目で構成し

ている。 

４．「医療事務」：医療事務や医療秘書の職場で必要な能力に関する科目で構成して

いる。 

５．「総合実践」：実社会での就業体験と実践力強化を図る科目で構成している。 

 授業運営と成績評価は、学則および各授業科目のシラバスに従って実施する。 

 各科目と学修成果との関連および系統的な科目構成は、カリキュラム・マップ

（リスト型、ツリー型）に示す。 

 

【幼児教育学科】 

 幼児教育学科の教育目標と学修成果の到達目標および学位授与の方針を達成す

るために、次の領域を教育課程編成の方針として教育を実施する。 

１．「教科に関する科目」：保育の５領域を学ぶ上での基礎的素養を養成する科目で

構成している。 

２．「保育職の意義」：保育者の在り方・職業倫理を考える力を養う科目で構成して

いる。 

３．「保育の基礎理論」：教育・心理・福祉の基礎理論を学ぶとともに、自らの保育

観を見つめ直す科目で構成している。 

４．「教育・保育課程及び指導法」：子ども理解に基づいた保育計画の立案・実践・

自己評価を行う上での基礎力を養う科目で構成している。 

５．「ゼミ」：主体的・自立的に学びを深め、自らの保育実践に応用できる科目とし

て構成している。 

６．「学外実習」：真摯に子どもと関わる中で、保育者として求められる知識・技能

を確認するとともに、多様な保育者との関わりの中で自らの保育観を見つめ直

す科目として構成している。 

 授業運営と成績評価は、学則および各授業科目のシラバスに従って実施する。 

 各科目と学修成果との関連および系統的な科目構成は、カリキュラム・マップ

（リスト型、ツリー型）に示す 
 

入 学 者 の 受 入 れ に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： https://www.nagasaki-

joshi.ac.jp/nj_wp/wp-content/themes/nj-theme/common/pdf/outline-02104.pdf） 



  

（概要） 

【本学全体】 

学修成果の到達目標と学位授与の方針を達成するために、教育目標（学訓）に基

づいて以下の項目を入学者受け入れの方針とする。 

１．「尽心」：誠実な人柄と人間力を身に付けるために、他者を思いやる気持ちを

持ち、協働に向けた努力を惜しまない者 

２．「創造」：高度な知性と創造力を身に付けるために、基礎学力と素養があり、

常に学ぶ姿勢を持ち続けることができる者 

３．「実践」：明確な意志と実践力を身に付けるために、何事にもひたむきに辛抱

強く努力し、社会に貢献する志を持った者 

  

本学では、特に次のような受験生の入学を期待している。 

① 高等学校までに修得すべき基礎学力を有し、本学進学後も意欲的に学業に取

り組もうとする者 

② 免許・資格等の取得に積極的に取り組み、卒業後は地域社会に貢献しようとす

る意欲のある者 

③ 部活動、資格取得、生徒会活動、ボランティア活動等に地道に努力した者。 

なお、これらの活動等において、実績を上げた者については、本学独自の奨学

金・減免制度の選考において評価の対象とする 

  

入学区分別の入学者選抜の基本方針（評価方法、評価項目、評価割合）は次のとお

り。 

① 入学者の選抜は、高等学校から提出された調査書等の資料、受験生から提出さ

れた志望理由書等の書類、面接及び学科試験または小論文の結果を総合的に評

価して行う。 

② 全ての入試区分で面接を実施します。これにより各学科・コースへの適性や目

的意識、学生生活に対する意欲、コミュニケーション能力などを評価する。 

③ 推薦入試（指定校推薦・一般推薦）では「志望理由書」、自己推薦入試では「自

己推薦書」、社会人入試では「出願理由書」の提出を求めている。これにより志

望動機、出願までの各種活動や実績、入学後の学習への意欲などを評価する。 

④ 一般推薦入試及び自己推薦入試では、小論文を課す。これにより文章をまとめ

る力や表現力、社会の動きに対する意識などを評価する。 

⑤ 一般入学試験では、学科試験として国語を課す。これにより語彙力、文章表現

力、思考力など国語の基礎学力を評価する。 

 

【生活創造学科 栄養士コース】 

１．栄養士としての人間関係力を高め、品性のある女性を目指して、取り組む意欲

のある者 

２．食べ物に興味を示し、専門的な技術の修得はもちろん、真摯な態度で学ぶ心を

持つ者 

３．長崎の食文化を学び、伝承し、情報発信力を身につけて、社会貢献をしたいと

願う者 

 

【生活創造学科 ビジネス・医療秘書コース】 

１．他者を思い遣る気持ちを持ち、ホスピタリティマインドを理解することができ

る者 

２．基礎学力と素養があり、ビジネスや医療秘書の分野を学ぶ姿勢を持ち続ける者 



  

３．ビジネスや医療秘書の現場で、人の役に立ちたいという強い気持ちを持った者 

 

【幼児教育学科】 

１．保育者として誠実な人柄と人間力を身に付けるために、子どもや保護者を思い

やる心を持ち、協働に向けた努力を惜しまない者 

２．保育者としての高度な専門性と創造力を身に付けるための基礎学力と素養が

あり、保育について学ぶ姿勢を持ち続けることができる者 

３．保育者として地域社会に貢献する実践力を身に付ける努力を惜しまない者 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：http://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/ 

 

③教員組織、１教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1人 － １人 

 生活創造学科 － ２人 ２人 ２人 ２人 ３人 １１人 

 幼児教育学科 － ４人 ２人 ４人 ２人 ０人 １２人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

０人 ４１人 ４１人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法 

：http://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

生活創造学科 ７０人 ４７人 ６７％ １４０人 ９４人 ６７％ 人 人 

幼児教育学科 １００人 ９１人 ９１％ ２００人 １８８人 ９４％ 人 人 

合計 １７０人 １３８人 ８１％ ３４０人 ２８２人 ８３％ 人 人 

（備考） 

 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

生活創造学科 
４５人 

（100％） 

４人 

（９％） 

３９人 

（８７％） 

２人 

（４％） 

幼児教育学科 
９１人 

（100％） 

０人 

（０％） 

８７人 

（９６％） 

４人 

（４％） 

合計 
１３６人 

（100％） 

４人 

（３％） 

１２６人 

（９３％） 

６人 

（４％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 
【様式第２号の３より再掲】 

シラバスは、作成要領に基づき科目ごとに授業担当者が必ず作成する。 

 

シラバスには、次の項目を記載する。 

①授業科目に関する項目 

科目区分、科目名（実務家教員が担当する場合は、その旨明記する）、科目コード、

担当形態、単位数、卒業要件、免許・資格要件、対象学生、学期区分、授業区分、

科目及び施行規則に定める科目区分又は事項（幼児教育学科のみ必要に応じて記載

する）、科目の主題、科目の到達目標、科目と６つの学修成果との関連、授業方法、

授業計画（試験の有無含む）、授業外学修時間、学習課題（予習・復習の内容） 

 

②評価に関する項目 

成績評価の方法と割合、課題等への対応 

 

③教材に関する項目 

教科書、参考書 

 



  

④担当者に関する項目 

担当者名、受講生へのメッセージ（実務家教員以外が明記する）、実務経歴および科

目との関連性（実務家教員のみ明記する） 

 

シラバスは、本学ホームページで公開するとともに、教務課窓口、図書館、学科・コ

ース準備室で閲覧できるよう、学内で簡易製本する。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 
【様式第２号の３より再掲】 

 【履修規程第 14条第１項、第２項】 

１ 成績評価による点数をＧＰ（Grade Point）で表し、取得したＧＰの平均値に

よるＧＰＡ（Grade Point Average）を算出することによって、総合的な学修達

成度を評価する。 

２ 成績評価とＧＰの関係については、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ ＧＰＡは次式により算出する。 
 
    （４×Ｓ修得単位数）＋（３×Ａ修得単位数）＋（２×Ｂ修得単位数）＋（１×Ｃ修得単位数） 

 

総履修単位数（不合格Ｆ、Ｗを含む） 

 

この他、履修方法、成績の評価については学則及び履修規程（COLLEGE LIFE（学生

便覧）に掲載）を本学ホームページにて公表する。 
 

区分 成績評価基準 評価 ＧＰ 

合 格 

100～90点 Ｓ 4.0 

89～80点 Ａ 3.0 

79～70点 Ｂ 2.0 

69～60点 Ｃ 1.0 

不合格 
59 点以下 Ｆ 

0.0 
脱落 Ｗ 

既修得単位の単位認定 

単位互換科目の修得 
Ｎ － 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
生活創造学科 62単位 有・無 47～50単位 

幼児教育学科 62単位 有・無 57単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

 

ＧＰＡ＝ 



  

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：http://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/ 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

生活創造

学科 
72万円 22万円 22万円  

幼児教育

学科 
72万円 22万円 22万円  

 
 円 円 円  

 円 円 円  

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学独自の奨学金・減免制度を設定し、学生の修学を支援している。 

○小島奨学金制度 Ａ免除 1年次年間授業料の 50％免除（１学年  4名程度） 

         Ｂ免除 1年次年間授業料の 25％免除（１学年 15名程度） 

         Ｃ免除 入学金半額免除      （１学年 20名程度） 

○学生寮費減免制度 寮費後期分の免除（１学年 15名程度） 

○社会人特別奨学生制度 入学金半額の免除（該当者全員） 

○同時在学授業料等減免制度 同年度に姉妹・双子等在学の場合姉の授業料を減免

（該当者全員） 

○経済支援奨学金制度 家計の主たる支持者の失職等による就学の困難な者の授業

料の半額を減免（3名程度） 

○同窓会子女奨学金制度 本学同窓会員（母・祖母・姉）の子女に 10万円の奨学金

を支給（8名程度） 

〇同窓弥生会特別奨学金制度 2年次の成績優秀者に 5万円の奨学金を支給（4名程

度） 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

各学科コースにおいてキャリア支援担当者を複数名配置し、キャリア支援センタ

ー（学内に独立して設置）とタイアップを行い、情報や資料の提供、各種適性検査

等、計画的に行っている。就職決定まで面倒を見ることを基本としており、卒業の

ギリギリまであるいは卒業後も指導を加えている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生相談室を設置し、学生の心身の悩みを聞く体制を整えている。学生相談室に

おいては、担当者４名が交互に学生の相談に応じている。さらに臨床心理士の資格

を持ったもう 1名の教員が特別専任として、特定の曜日に勤務し、教育相談に専門

的見地から臨んでいる。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：http://www.nagasaki-joshi.ac.jp/disclosure/ 



  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 長崎女子短期大学 

設置者名 学校法人 鶴鳴学園 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
８５人 ８５人 １７０人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 ４８人 ４８人  

第Ⅱ区分 ２２人 ２２人  

第Ⅲ区分 １５人 １５人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  ０人 

合計（年間）   １７０人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 ０人 

 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 



  

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
人 ０人 - 人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

人 ０人 ０人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
人 ０人 ０人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
人 ０人 - 人 

計 人 ０人  - 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 ０人 前半期 ０人 後半期 ０人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 
 

退学 ０人 

３月以上の停学 ０人 

年間計 ０人 

（備考） 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 



  

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 ０人 

訓告 ０人 

年間計 ０人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

人 ０人 ０人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 - 人 ２０人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
人 ０人 ０人 

計 人 - 人 ２０人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 


